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社
会
福
祉
法
人
と
は
、
社
会
福
祉
事
業
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
る
法
人
で

す
。
皆
さ
ま
の
身
近
な
と
こ
ろ
と
し
て
は
、
高

齢
者
施
設
や
保
育
園
の
運
営
な
ど
が
思
い
浮
か

ぶ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
立
川
市
で
も
、

高
齢
、
障
害
、
保
育
・
児
童
、
そ
の
他
、
そ
れ

ぞ
れ
の
支
援
を
通
し
て
、
多
く
の
法
人
が
、
地

域
と
そ
こ
に
住
む
方
々
の
生
活
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
は
、
そ
の
高
い
公
益
性
か

ら
、
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
法
人
の

自
主
性
・
創
意
工
夫
に
よ
る
多
様
な
地
域
貢
献

活
動
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
で

は
、
立
川
市
に
は
ど
の
よ
う
な
地
域
ニ
ー
ズ
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
し
て
、
社
会
福
祉
法

人
と
し
て
ど
の
よ
う
な
地
域
貢
献
活
動
が
考
え

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
こ
と
を
、
立
川
市

の
社
会
福
祉
法
人
が
一
体
と
な
っ
て
考
え
て
い

く
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、「
立
川
市
社
会

福
祉
法
人
地
域
貢
献
活
動
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」、
通
称
「
ふ
く
し
ネ
ッ
ト
た
ち
か
わ
」
で

す
。
２
０
１
５
年
、
業
種
や
分
野
、
規

模
の
違
い
を
超
え
て
、
立
川
市
内
全
て

の
法
人
が
会
し
て
、
情
報
交
換
会
を
開

催
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
7
年
目
を

迎
え
る
現
在
は
立
川
市
内
に
事
業
所
を

置
く
28
法
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
「
ふ
く
し
ネ
ッ
ト
た
ち
か

わ
」
は
、
多
様
な
活
動
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
一
体
と
な
っ

て
全
市
的
に
行
っ
た
取
組
み
か
ら
、
近

し
い
地
域
の
事
業
所
同
士
で
協
力
し
て

行
っ
た
取
組
み
、
事
業
所
ご
と
に
行
う
地
域
に

密
着
し
た
取
組
み
ま
で
、
様
々
で
す
。

　
全
市
的
な
取
組
み
と
し
て
は
、
２
０
１
７
年

に
立
川
市
内
の
全
て
の
事
業
所
が
、
立
川
市
と

「
災
害
時
に
お
け
る
活
動
等
の
支
援
に
関
す
る

協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
各
事
業
所

が
「
災
害
時
に
お
け
る
地
域
支
援
」
と
し
て
で

き
る
内
容
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
態
や
分
野
、
規

模
に
応
じ
て
検
討
し
、
協
力
を
示
し
た
も
の
で

す
。「
備
蓄
品
の
提
供
」「
福
祉
車
両
の
貸
し
出

し
」「
要
支
援
者
の
移
送
」「
配
慮
が
必
要
な
避

難
者
の
緊
急
受
け
入
れ
」「
応
急
・
復
旧
に
必

要
な
応
援
職
員
の
派
遣
」
な
ど
、
事
業
所
ご
と

の
特
徴
を
活
か
し
た
、
多
様
な
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

同
じ
地
域
内
の
事
業
所
が
協
力
し
て
行
っ

た
取
組
み
と
し
て
は
、「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」

や
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、
ま

た
、
地
域
の
方
々
も
参
加
可
能
な
学
習
会
の
開

催
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
」
と
は
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
の
食
品
を
集

め
る
た
め
の
活
動
で
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
と

は
、
様
々
な
理
由
で
余
剰
し
た
食
品
を
集
め
、

　
立
川
市
の
社
会
福
祉
法
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　　

　
　
～
立
川
市
社
会
福
祉
法
人
地
域
貢
献
活
動
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
～

ふ
く
し
ネ
ッ
ト
た
ち
か
わ
事
務
局

立
川
市
社
会
福
祉
協
議
会　
地
域
活
動
推
進
課

地
域
づ
く
り
係　

川　
村　
ま
な
美

「災害時における活動等の支援に関する協定」
締結式

☟
２
頁
下
段
に
続
く
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必
要
な
場
所
に
再
分
配
す
る
活
動
で
す
。
ま

た
、「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で

は
、
散
歩
な
ど
で
立
ち
寄
る
公
園
を
、
地
域
の

方
々
と
気
持
ち
よ
く
使
い
た
い
と
い
う
思
い
を

込
め
て
清
掃
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
所
ご
と
に
、
地
域
の
行
事
に
職

員
が
参
加
し
た
り
、
施
設
の
行
事
に
地
域
の
方

々
を
招
い
た
り
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て

地
域
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
た
り
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
た
形
で
、
地
域
の
方

々
と
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
、
従
来
の
活
動
の
在
り
方

を
見
直
し
、
可
能
な
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
、

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
の
生
活
は
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

世
代
や
立
場
を
問
わ
ず
多
く
の
集
い
の
場
、
交

流
の
機
会
に
制
限
が
生
じ
ま
し
た
。
様
々
な
事

情
か
ら
、
生
活
そ
の
も
の
が
脅
か
さ
れ
て
い
る

方
も
い
ま
す
。
か
ね
て
か
ら
指
摘
の
あ
っ
た
社

会
課
題
が
、
一
層
複
雑
化
・
多
様
化
し
、
か
つ

身
近
な
と
こ
ろ
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
社
会
福
祉
法
人
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
利
用
者
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
試

行
錯
誤
を
重
ね
て
事
業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
単
独
の
法
人
・
施
設
、
ま
た
既
存
の

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
が
難
し
い
課
題
は

「
地
域
の
課
題
」
と
し
て
、「
ふ
く
し
ネ
ッ
ト
た

ち
か
わ
」
が
向
き
合
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
立
川
市
の
社
会
福
祉
法
人
と

「
ふ
く
し
ネ
ッ
ト
た
ち
か
わ
」
が
地
域
と
と
も

に
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

上寿･白寿・米寿･喜寿の皆様おめでとうございます

これからも  どうぞお元気でいてください

皆さんとともに過ごせることに感謝します

平澤　ヨキ さん
（至誠特別特養老人ホーム）104歳

今年で104歳を迎えられまし
た。昔から歌を歌うことがお
好きで、いつも故郷の歌を聴
かせてくださいます。ご長寿
記念品の半纏がよくお似合い
の平澤さん。これからも元気
でお過ごしくださいね。

蔵田　郁枝 さん
（至誠和光ホーム）102歳

入居して16年、月日の流れは
年々速くなると同時に自然に
は逆らえず、老いと向き合う
日々となりました。
　皆様に支えて頂きながら趣
味を生きがいに楽しんでいま
す。（自筆）

竹下かず子 さん
（至誠ホームアウリンコ）　103歳

大好きなチョコレートやココ
アを召し上がると「大好物で
す！ありがとう」と笑顔の竹
下さん。
これからも笑顔で元気にお過
ごしください。

大石　健雄 さん
（至誠ホームミンナ）103歳

元ラガーマンの大石さん。東
京2020オリンピックではゲー
ムを見ながら、熱心にラグビー
の事を教えてくださいました。
103歳の今でも元気に歩いて
おられます。これからもどう
かお元気で！

小山　宣雄 さん
（至誠ホームミンナ）　103歳

103歳を迎えられた小山さん。
毎日大きな声で「小山です！
宜しくお願いします」とご挨
拶して下さいます。ご自身で
ご飯を食べて、車椅子でお散
歩もされる。それが健康の秘
訣です。これからもお元気で
お過ごしください。

關　　愛子 さん
（至誠ホームオンニ）　100歳

このたびは百寿、誠におめで
とうございます。
いつもおしゃれで優しく、笑
顔がとても素敵な關さん。
これからもお元気でたくさん
のお話を聞かせてください。

至誠ホームは 長寿の里

中込純一郎 さん
（至誠ホームキートス）　100歳

健康意識が高く、コーヒーが
お好きです。ご長寿の秘訣を
伺うと「野菜食。白湯を飲む
こと。」とのこと。
この度は100歳の上寿おめで
とうございます。

小杉キヨシ さん
（至誠ホームキートス）　100歳

９月にコスモスの家に新入居
されました。
好き嫌いなく、食事もよく召
し上がってくださいます。
御年100歳の上寿、おめでと
うございます。
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▼
至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
荻　
原　
清　
子
さ
ん

　
　
　
小　
竹　
幸　
子
さ
ん

　
　
　
竹　
内　
島　
江
さ
ん

　
　
　
友　
野　
文　
子
さ
ん

　
　
　
中　
村　
宗　
一
さ
ん

　
　
　
福　
原　
キ　
ヨ
さ
ん

　
　
　
宮　
村　
シ
キ
子
さ
ん

　
　
　
守　
屋　
ト　
シ
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
ア
ウ
リ
ン
コ

　
　
　
下　
村　
登
志
子
さ
ん

　
　
　
石　
川　
敏　
子
さ
ん

　
　
　
伊　
藤　
ツ　
ヤ
さ
ん

　
　
　
堤　
　
　
　
　
清
さ
ん

▼
至
誠
和
光
ホ
ー
ム

　
　
　
嶋　
田　
綾　
子
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
ケ
ア
ハ
ウ
ス

　
　
　
奥　
　
　
陽　
子
さ
ん

　
　
　
小　
野　
瑛　
子
さ
ん

　
　
　
武　
内　
俊　
一
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
せ
せ
ら
ぎ

　
　
　
鉄　
井　
久
里
子
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン
ニ

　
　
　
佐
々
木　
義　
勝
さ
ん

　
　
　
池　
田　
悦　
子
さ
ん

　
　
　
三　
浦　
　
　
睦
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
キ
ー
ト
ス

　
　
　
鈴　
木　
德　
子
さ
ん

　
　
　
横　
田　
昌　
代
さ
ん

▼
至
誠
和
光
ホ
ー
ム

　
　
　
諏　
訪　
信　
二
さ
ん

　
　
　
緒　
方　
靖　
子
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン
ニ

　
　
　
山　
下　
京　
子
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
キ
ー
ト
ス

　
　
　
白　
畑　
昭　
男
さ
ん

米
　
寿
（
八
十
八
歳
）

喜
　
寿
（
七
十
七
歳
）

中村　琴子 さん
（至誠ホームキートス）　99歳

99歳おめでとうございます。
長生きの秘訣は「よく食べる
こと」「目標は100歳。」と教
えてくださいました。
これからもお好きな物を食べ
て、歌をうたって長生きして
くださいね。

庄司イワ子 さん
（至誠ホームキートス）　100歳

職員や入居者の方が話しかけ
ると、いつも満面の笑みで応
えてくださる庄司さん。
４階一同、庄司さんの笑顔に
日々癒しを頂いています。

大澤　桂子 さん
（至誠ホームスオミケアハウス）99歳

平成15年4月の開設時から入
居をされ、スオミでは初めて
の白寿の方になられました。
手芸も得意で、沢山のお友達
がいらっしゃいます。

▼
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
ケ
ア
ハ
ウ
ス

　
　
　
山　
田　
ハ
ル
江
さ
ん

　
　
　
黒　
田　
眞
知
子
さ
ん

　
　
　
伊　
藤　
信　
子
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
せ
せ
ら
ぎ

　
　
　
伊　
藤　
信　
子
さ
ん

　

長
寿
を
祝
う
会
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
来
年
に
は
収
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
の
読
み

は
大
き
く
外
れ
ま
し
た
。
切
り
札
と
期
待
さ
れ
た
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
も
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、

そ
の
効
能
・
効
果
に
つ
い
て
も
複
数
の
強
力
な
変
異

種
の
登
場
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
状
況
が
好
転
し
て
い

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
感
染
爆
発
、
医
療

の
逼
迫
、
自
宅
療
養
者
の
死
亡
な
ど
報
道
に
よ
る
限

り
で
は
悪
化
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
中
で
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

し
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
９
月
５
日
ま
で
の
開
催

で
す
か
ら
、
日
程
的
に
開
催
中
に
祝
会
の
と
こ
ろ
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

自
国
開
催
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
困
難
な
状
況

下
で
の
開
催
と
は
い
え
「
わ
く
わ
く
感
」
も
あ
り
ま

し
た
が
、
日
中
に
競
技
が
集
中
す
る
関
係
上
一
部
の

競
技
を
除
い
て
、
録
画
で
の
観
戦
や
夜
と
朝
の
メ
ダ

ル
獲
得
ニ
ュ
ー
ス
が
主
と
な
る
淡
々
と
し
た
大
会
の

印
象
で
す
。

　

さ
て
、
迎
え
た
長
寿
を
祝
う
会
で
す
。
残
念
な
が

ら
去
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
ご
家
族
も
含
め
た
外
部
の
方
々
に
は
ご
遠

慮
い
た
だ
き
、
内
々
で
の
長
寿
を
祝
う
会
の
催
し
と

な
り
ま
し
た
。

　

長
寿
の
節
目
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
超
長
寿
の
面

々
の
皆
さ
ん
に
は
、
少
し
物
足
り
な
い
祝
会
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
生
活
を
共
に
送
る
皆
様
と
お
手
伝
い

を
す
る
職
員
で
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
祝
会
に
な
っ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で
「
鼻
腔
か
ら
吸
引
す
る
タ
イ

プ
」
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま

し
た
。
な
ん
で
も
、
自
分
自
身
の
手
で
ワ
ク
チ
ン
を

吸
い
込
む
こ
と
が
可
能
に
な
れ
ば
、
接
種
の
よ
う
に

医
療
職
を
必
要
と
せ
ず
に
自
身
の
吸
引
で
ワ
ク
チ
ン

に
よ
る
抗
体
を
持
て
る
そ
う
で
す
。
一
長
一
短
が
あ

る
よ
う
で
す
が
自
分
で
吸
い
込
む
ワ
ク
チ
ン
は
「
世

界
中
で
一
斉
に
ワ
ク
チ
ン
普
及
」
が
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
と
い
う
話
で
し
た
。
特
効
薬
の
開
発
に
も
期
待
を

込
め
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
と
通
常
の
生
活
を
と

り
も
ど
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

令
和
3
年
（
２
０
２
１
）

長
寿
を
祝
う
会
を
迎
え
て

至
誠
ホ
ー
ム
長
　
旭
　
　
博
　
之

莇　　宮子 さん
（至誠ホームアウリンコ）99歳

いつも穏やかに職員とお話を
してくださいます。笑顔が印
象的で、元気にいつも過ごさ
れています。
次の1月で100歳となります。
これからも元気で過ごしてく
ださい。



〈4〉

【
立
川
市
】　　
柏
町
隣
人
会　
上
水
め
ぐ
み
教
会

青
柳
久
美　
　
池
田
三
郎　
　
加
賀
晴
子　
　
城　
和
子　
　

髙
橋
好
弘　
　
田
中
清
子　
　
田
中
美
智
子　
田
邉
シ
ゲ
子　

鶴
巻
清
子　
　
栃
木
房
義　
　
中
澤
京
子　
　
中
野
庸
夫

西
村
次
子　
　
二
瓶
祥
子　
　
野
田
光
子　
　
星
喜
美
子　
　

本
間
秋
子　
　
本
間
和
吉　
　
山
崎
絹
江　
　

【
国
分
寺
市
】	

勝
倉
ナ
ホ
ミ	

神
宮
路
久
枝

【
他
市
】　	

田
久
保
妙
子	

横
川
澄
子　
　
　
延
１
８
４
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
柏
セ
ン
タ
ー
）

【
立
川
市
】 　

	

小
林
好
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
15
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ミ
ン
ナ
）

【
国
分
寺
市
】	

栗
原
克
徳	

　
　
　
　
　
　
　
　

   

延
23
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
も
と
ま
ち
）

【
国
分
寺
市
】　
国
際
文
化
理
美
容
専
門
学
校		

　
延
９
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
布
若
葉
）

【
調
布
市
】　	

小
泉
圭
右　
　
渡
会
健
一　
　
　
　
　
延
６
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
布
柴
崎
）　
な
し

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

〔
錦
〕〔
柏
セ
ン
タ
ー
〕〔
キ
ー
ト
ス
〕〔
ミ
ン
ナ
〕

〔
も
と
ま
ち
〕〔
調
布
若
葉
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
０
２
１
年
６
月
１
日
〜
２
０
２
１
年
８
月
31
日

（
１
）
実
習
研
修

◎
社
会
福
祉
士

大
妻
女
子
大
学　
杉
山
愛
佳（
16
日
）／
日
本
女
子
大
学　
鈴
木

乃
々
栞（
19
日
）／
日
本
福
祉
大
学　
横
内
幸
子
（
24
日
） 

／
十

文
字
学
園
女
子
大
学　
岸
野
結
里
奈（
15
日
）／
日
本
社
会
事
業

大
学　
多
田
惇
平
（
13
日
）　　
　
　
　

 

計
５
名　
延
87
日
間

◎
介
護
福
祉
士

十
文
字
学
園
女
子
大
学　
永
田
雛
子（
１
日
）・
阿
部
紗
也
加
・

仁
井
綸
乃（
各
15
日
）／
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
医
療
福
祉
専
門
学
校　

横
山
亮
司
・
森
山
知
穂
・
佐
藤
ま
つ
り（
各
５
日
）／
大
原
学
園

福
岡
奈
（々
６
日
）　　
　
　
　
　
　
　
　
計
７
名　
延
52
日
間

（
２
）
体
験
学
習　
　
な
し

（
３
）
見
学
・
視
察

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
見
学
等
の
受

入
を
中
止
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
６
月
１
日
〜
２
０
２
１
年
８
月
31
日

CH
：
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
GH
：
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

錦
：
錦
地
区　
　
至
特
：
至
誠
特
養　
ア
：
ア
ウ
リ
ン
コ

多
：
多
摩
川
ブ
ロ
ッ
ク　
和
：
和
光
ホ
ー
ム　
ス
：
ス
オ
ミ　

キ
：
キ
ー
ト
ス
ブ
ロ
ッ
ク　

国
：
国
分
寺
ブ
ロ
ッ
ク　
調
：
調
布
地
区　
オ
：
オ
ン
ニ

　
６　
　
月

10
木　
給
食
委
員
会（
和
）

16
水　
フ
ロ
ア
懇
談
会（
和
）／
輝
き
観
音
ご
法
要（
ア
）

17
木　
和
光
役
員
会（
和
）

19
土　
評
議
員
会
・
理
事
会

　
７　
　
月

13
火　
迎
え
火（
錦
）

15
木　
和
光
役
員
会（
和
）

16
金　
送
り
火（
錦
）

28
水　
和
光
集
会（
和
）

　
８　
　
月

４
水　
ほ
ん
わ
か
夏
祭
り（
和
）

５
木　
夏
祭
り（
ア
）

６
金　
夏
祭
り（
至
特
）

10
火　
夏
祭
り（
キ
）

19
木　
幸
せ
観
音
ご
法
要
（
オ
）　
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
、
行
事
が
や
中
止
・
延
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
温
か
い
御
支
援
・
御
協
力
を
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し

　
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）
　
　
２
０
２
１
年
６
月
１
日
〜
２
０
２
１
年
８
月
31
日

①
金
員
の
部

石
川
智
子　
　
荒
井
キ
ミ　
　
鈴
木
幸
子　
　
関
口
光
代　
　
下
東
玲
子

濵
﨑
裕
子　
　
櫻
井
悦
子　
　
中
村
唯
一　
　
庄
司
イ
ワ
子　
宮
下
皆
子

安
本
善
衛　
　
安
本
サ
ヨ
子　
市
川
敏
夫　
　
　
　
　
　
22
件
（
延
64
件
）

②
物
品
の
部

水
越
栄
子　
　
石
川
智
子　
　
末
木
洋
子　
　
二
藤
富
江　
　
草
場
正
明

有
楽
製
菓
㈱
本
社　
ナ
ガ
イ
レ
ー
ベ
ン
㈱　
立
川
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

㈱
川
原
経
営
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
ろ
う
会
」
事
務
局　
18
件
（
延
21
件
）

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
１
）
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
錦
地
区
）

【
立
川
市
】  　
相
庭
鳩
枝　
太
田　
利　
　
木
村
千
世
子　
五
ノ
井
耐
子

境
田
美
夏　
　
佐
藤
美
智
子　
鈴
木
幸
子　
　
諏
訪
信
二　
　
寺
島
英
子

永
野
和
江　
　
野
村
哈
爾
美　
平
澤
基
幸　
　
水
野
美
鈴

【
国
立
市
】　　
今
井
幸
子

【
国
立
市
】　　
岩　
小
鈴　
　
山
根
浩
子　
　
渡
部
敏
明

【
他　
市
】　　
と
も
し
び
法
話
会　
阿
部
優
月　
　
　
　
　
延
１
３
５
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
コ
ミ
ホ
ー
ム
）　　
な
し

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
オ
ン
ニ
）　　
　
　
な
し

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
キ
ー
ト
ス
）

感
謝
録

ホ
ー
ム
日
誌

※入居施設定員
　至誠特別養護老人ホーム 96名、至誠ホームアウリンコ 129名、至誠ホームキートス 70名、
　至誠ホームミンナ小規模特養 29名、至誠和光ホーム 50名、至誠ホームスオミ・ケアハウス 50名、
　至誠ホームスオミ・グループホーム 9名、調布若葉ケアセンターグループホーム 18名、
　至誠ホームミンナグループホーム 18名
※サービス付き高齢者向け住宅せせらぎ 15戸　サービス付き高齢者向け住宅フラット「楽」７戸
※訪問介護は提供時間
※利用延日数

2021 年度ボランティア受入
福祉学習協力状況
　　2021 年６月〜 2021 年８月 ※GH：グループホーム

特 養
施設名 事業名 一般V V体験 計 累計

至誠特別養護
老 人 ホ ー ム

至 誠 ホ ー ム
ア ウ リ ン コ

生 活 ア ク テ ィ ビ テ ィ
至 誠 和 光
ホ ー ム

至 誠 ホ ー ム
ス オ ミ
至 誠 コ ミ
ケアセンター

至誠調布若葉
ケアセンター
至誠調布柴崎
ケアセンター

至 誠 ホ ー ム
オ ン ニ

至 誠 柏
ケアセンター

至 誠 ホ ー ム
ミ ン ナ

至 誠 国 分 寺
ケアセンター

特 養
通所介護

軽費老人
ホ ー ム
ケアハウス
G H
いこいの場
通所介護
G H
通所介護
特 養
ショート
看護小規模
多 機 能

特 養
通所介護
通所介護
小規模多機
能居宅介護

特 養
G H
通所介護

計

至 誠 ホ ー ム
キ ー ト ス

	 108	 0	 108	 165
	 8	 0	 8	 13
	 3	 0	 3	 5
	 10	 0	 10	 22
	 6	 0	 6	 7
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 6	 0	 6	 10
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 164	 0	 164	 272
	 20	 0	 20	 29
	 14	 0	 14	 24
	 23	 0	 23	 41
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 9	 0	 9	 15
	 371	 0	 371	 603

2021年度至誠ホーム利用者状況   

福
祉
学
習
協
力

「
今
年
度
の
行
事
に
つ
い
て
」

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
脅
威
が
続
い
て
い
ま
す
。
行
事
の
開
催
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
も
そ
の
都
度
状
況
を
確
認
し

て
、
対
応
を
関
係
す
る
皆
様
に
ご
連
絡
を
す
る
よ

う
に
い
た
し
ま
す
。

事　業　内　容
ふれあい夕ごはん事業

利用者数
保養ステイ事業（和光）
保養ステイ事業（スオミ）
通所介護（至誠アクティブセンター）
至誠ホームアウリンコ
至誠ホームキートス
至誠ホームオンニ	
至誠ホームアウリンコ
調布若葉ケアセンター
調布柴崎ケアセンター
至誠キートスケアセンター
至誠柏ケアセンター
至誠国分寺ケアセンター
至誠コミケアセンター
至誠キートスケアセンター
至誠ホームミンナ
至誠ホームオンニ

累計６月 ７月 ８月

自主事業

短期入所
生活介護

通所介護

訪問介護

小規模多機能

	 277	 241	 271	 1,351
	 23	 22	 28	 126
	 15	 24	 14	 58
	 0	 0	 9	 23
	 42	 59	 63	 266
	 349	 383	 408	 2,014
	 271	 278	 268	 1,363
	 24	 27	 39	 170
	 559	 584	 543	 2,744
	 494	 543	 508	 2,393
	 230	 152	 112	 999
	 800	 841	 801	 4,020
	 629	 686	 510	 2,961
	 421	 397	 410	 2,062
	 712	 710	 723	 3,617
	 623.5	 649.0	 618.5	 3,061.0
	 606	 620	 620	 3,026
	 330	 341	 350	 1,692



年
、
児
童
・
保
育
・
高
齢
事
業
本
部
合
同
で

「
至
誠
祭
り
・
合
同
バ
ザ
ー
」
を
開
催
し
て
お

り
ま
し
た
。

　
本
年
も
10
月
中
旬
に
開
催
す
る
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
注
意

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
残
念
で
は
あ
り
ま
す

が
、
中
止
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
皆
様
、
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
ご
寄
贈
等
を
ご
準
備
い
た

だ
い
て
い
た
方
々
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

医
よ
り
、
今
回
の
体
調
を
崩
さ
れ
た
原
因
に
つ

い
て
、「
お
菓
子
の
件
は
誘
因
に
な
っ
て
い
る

が
、
原
因
が
脳
梗
塞
の
後
遺
症
や
気
性
で
あ

り
、
き
っ
か
け
に
過
ぎ
な
い
」
と
専
門
医
か
ら

も
病
状
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ご
本
人
の
体
調
や
状
況
を
み
な
が

ら
、
医
療
と
良
く
連
携
し
ご
家
族
と
相
談
の

上
、
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
以
上
を
含
め
、
令
和
３
年
度
上
半
期
は
、
お

手
紙
が
４
件
、
お
電
話
等
が
３
件
で
し
た
。

　　
至
誠
ホ
ー
ム
で
は
、
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要

望
等
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

苦
情
や
要
望
を
伝
え
た
い
と
お
考
え
の
方

は
、
至
誠
ホ
ー
ム
内
に
設
置
し
て
あ
る
「
お
手

紙
ポ
ス
ト
」
や
、
利
用
者
相
談
委
員
会
専
用
電

話
を
ご
利
用
下
さ
い
。
直
接
職
員
に
お
声
か
け

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

〈5〉

№ 357

後
援
会
費
納
入
者
ご
芳
名

　
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
２
０
２
１
年
６
月
１
日
〜
２
０
２
１
年
８
月
31
日

荒
井
キ
ミ
　
　
松
村
文
子
　
　
永
山
幸
子

神
谷
良
江
　
　
鈴
木
幸
子
　
　
櫻
井
悦
子

中
村
唯
一
　
　
㈲
小
野
印
刷
小
野
優

宮
下
皆
子
　
　
佐
藤
典
子
　
　
杉
田
英
一

石
射
　
保
　
　
市
川
敏
夫
　
　
荒
井
　
文

渡
邉
里
美
　
　
橋
本
ラ
イ
ヤ
　
土
方
一
成

永
井
勝
利
　
　
坂
口
孝
憲
　
　
清
水
富
男

美
容
室
か
ぐ
や
姫
代
表
取
締
役
根
岸
邦
夫

清
水
真
理
子
　
鳥
山
八
重
子
　
名
取
　
誠

髙
野
依
利
子
　
前
田
金
属
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社

長
前
田
聡
一
郎
　
高
橋
恵
美
子
　
杉
山
俊
子

志
村
広
一
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
30
名

後
援
会
コ
ー
ナ
ー

後援会加入の
お　願　い

至 誠 ホ ー ム 事 務 局　立川市錦町６-28-15　TEL. 042-527-0031
至誠ホームキートス　立川市幸町４-14-1　  TEL. 042-538-2323
至誠ホ ー ム ミ ン ナ　国分寺市並木町 3-12-2  TEL. 042-300-3700

　　会　費　　２, ０００円以上
　　会　長　　渡 邉 典 子

　《振込口座》　ゆうちょ銀行
　　口座番号：00120-9-32523
　　口 座 名：  高齢者総合福祉施設至誠ホーム後援会

皆様方の温かいご支援とご協力をお願い
申し上げます。
お申し込みは下記事務所へ

至
誠
ホ
ー
ム

利
用
者
相
談
委
員
会

　
こ
の
度
、
平
成
26
年
よ
り
利
用
者
相
談
員
と

し
て
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
、
淑

徳
大
学
学
長　
山
口
光
治
氏
に
、
至
誠
ホ
ー
ム

利
用
者
相
談
委
員
長
と
し
て
ご
就
任
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
前
回
利
用
者
相
談
委
員
会
報
告
」

　
去
る
令
和
３
年
９
月
13
日
㈪
、
第
56
回
利
用

者
相
談
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
４
月
以
降
に
寄

せ
ら
れ
た
お
申
し
出
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

１
．
本
部
受
付

２
０
２
１
―
０
２　
至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
居
者
家
族　
要
望

■
本
人
が
お
菓
子
を
食
べ
た
い
と
訴
え
た
と

き
の
担
当
医
の
対
応
の
仕
方
が
余
り
に
も
情
が

な
い
。
も
う
少
し
本
人
に
寄
り
添
う
よ
う
な
こ

と
が
で
き
な
い
の
か
。
そ
の
結
果
、
本
人
の
不

満
が
溜
ま
り
、
体
調
を
崩
す
こ
と
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
直
接
担
当
医
と
会
っ
て
話
が
聞

き
た
い
。

（
＊
回
答
者
：
至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

園
長　
鈴
木　
篤
）

⬇

担
当
医
と
面
談
し
、
ご
家
族
に
病
状
説
明

を
行
い
、
検
査
の
数
値
を
見
て
、
ご
本
人
の
体

調
を
考
慮
し
た
上
で
の
判
断
で
あ
っ
た
こ
と
を

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
院
先
の
専
門

至
誠
ホ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

ご
意
見
・
ご
要
望
・
苦
情
の
窓
口

　

〒
１
９
０

−

０
０
２
２　

　

立
川
市
錦
町
６

−

28

−

15

　

至
誠
ホ
ー
ム
「
利
用
者
相
談
委
員
会
」

　

専
用
電
話 

０
４
２（
５
２
７
）０
３
７
４

　
Ｆ  

Ａ  

Ｘ 

０
４
２（
５
２
７
）２
６
４
６

　

社
会
福
祉
法
人
至
誠
学
舎
立
川
で
は
、
例

２
０
２
１
年

「
至
誠
祭
り
・
合
同
バ
ザ
ー
」

中
止
に
つ
い
て

職
員
募
集
中
�

至
誠
ホ
ー
ム
で
は
、
職
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

各
所
で
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

● 

特
養	

介
護
職
員
・	

看
護
職
員

	

夜
勤
専
門
介
護
職
員

● 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

	

介
護
職
員
・	

看
護
職
員

● 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー　
登
録
型　
　
な
ど

　
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｔ
Ｅ
Ｌ
ま
た
は
メ
ー
ル
で

　
至
誠
ホ
ー
ム
統
括
事
務
局　
採
用
担
当
ま
で

　
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
電
話
０
４
２

−

５
２
７

−

０
０
３
１

　
　
　
内
線
１
５
２

　
　

E-m
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shisei.or.jp



〈6〉

ラ
ン
ス
能
力
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
背
筋
も
伸
び
て
く
る
そ
う
で

す
。

　
バ
ラ
ン
ス
に
自
信
の
な
い
方
は
片

手
を
机
や
椅
子
な
ど
の
し
っ
か
り
し

た
も
の
に
つ
い
て
や
る
と
い
い
で
し

ょ
う
。
そ
の
時
は
着
い
て
い
る
手
と

同
じ
側
の
足
を
持
ち
上
げ
て
や
り
ま

す
。
上
達
す
る
に
つ
れ
て
着
い
て
い

る
手
の
力
を
少
な
く
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
ま
ず
は
自
分
の
で
き
る
範
囲

か
ら
や
っ
て
み
て
下
さ
い
。

　

 

コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
し
、
家
で
過

ご
す
時
間
が
多
く
な
り
、
運
動
不
足

に
な
り
が
ち
で
す
が
、
家
の
中
で
簡

単
に
で
き
る
「
片
足
立
ち
」
を
紹
介

し
ま
す
。

①
膝
を
曲
げ
て
左
足
を
上
げ
て
右
足

だ
け
で
立
ち
ま
す
。
60
秒
間
続
け
ま

す
。
②
足
を
換
え
て
同
様
に
行
い
ま

す
。

　

左
右
各
60
秒
を
3
回
ず
つ
行
う

と
、
50
数
分
間
歩
い
た
の
と
同
じ
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
バ

至
誠
ホ
ー
ム
生
活
リ
ハ
ビ
リ

理
学
療
法
士

　
　

  

五
十
嵐　
達　
夫

高
齢
期
を
元
気
に
過
ご
そ
う
‼

　
　
　
　
　
専
門
職
か
ら
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
！

片
足
立
ち

立
川
市
北
部
中
さ
い
わ
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー	

０
４
２（
５
３
８
）２
３
３
９

立
川
市
に
し
き
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー 	

０
４
２（
５
２
７
）０
３
２
１

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち	

０
４
２（
４
０
１
）０
０
３
５

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
み
き	

０
４
２（
３
０
０
）３
７
０
２

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
ん
だ	

０
４
２（
３
０
０
）２
３
３
９

調
布
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
至
誠
し
ば
さ
き	

０
４
２（
４
８
８
）１
３
０
０

　
　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、「
自
助
・
じ
じ
ょ
：
自

分
で
自
分
を
助
け
る
」、「
互
助
・
ご
じ
ょ
：
家
族
や
近

隣
な
ど
お
互
い
が
解
決
し
合
う
」、「
共
助
・
き
ょ
う

じ
ょ
：
制
度
化
さ
れ
た
相
互
扶
助
」、「
公
助
・
こ
う

じ
ょ
：
社
会
福
祉
制
度
」
に
追
加
し
て
、「
受
援
力
」

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
受
援
力
」
と
は
、「
困
っ
て
い
る
と
き
に
素
直
に
助
け

を
求
め
、
支
援
を
受
け
入
れ
る
力
」
で
す
。

「
自
分
の
こ
と
を
自
分
で
す
る
こ
と
」
は
、
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
が
、
疲
れ
た
人
が
「
助
け
て
」
と
言
い
、

役
に
立
ち
た
い
人
が
手
を
さ
し
の
べ
る
。
こ
の
輪
が
大

き
く
な
れ
ば
、
社
会
に
プ
ラ
ス
の
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。

「
人
に
迷
惑
を
か
け
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
意
識
が

強
く
な
り
が
ち
で
す
が
、「
つ
ら
く
て
も
頼
れ
な
い
」

状
況
が
長
く
続
く
と
、
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
高
齢
期
の
暮
ら
し
や
子
育
て
世
代
に
お
い
て
も
、

身
に
つ
け
て
お
き
た
い
力
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
地
域

で
の
様
々
な
活
動
の
自
粛
に
よ
り
、
今
ま
で
地
域
と
の

繋
が
り
が
あ
っ
た
人
で
も
、
自
宅
で
過
ご
す
こ
と
が
多

「
受じ

ゅ
え
ん
り
ょ
く

援
力
」
を
身
に
つ
け
て
、

　
　
　
　
日
々
の
暮
ら
し
を
高
め
ま
し
ょ
う

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
方
は
、
さ
ら

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
少
な
く
な
り
、
体
調

が
悪
化
し
て
も
人
に
頼
る
こ
と
が
で
き
ず
、
残
念
な
が

ら
孤
独
死
に
至
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
受
援
力
」
を
持
ち
発
信
す
る
こ
と
で
、「
互
助
」
に

よ
る
地
域
の
見
守
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、「
共
助
」

に
よ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
、「
公
助
」
に

よ
る
公
的
制
度
の
利
用
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
受
援
力
は
一
つ
の
能
力
」
な
ん
だ
と
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
と
、
自
分
の
行
動
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
頼
る
こ
と
は
、
繋
が
る
こ
と
」
で

あ
り
、
お
互
い
の
こ
と
を
知
り
あ
う
き
っ
か
け
づ
く
り

に
も
な
り
ま
す
。
頼
ら
れ
る
方
も
、
人
の
役
に
立
つ
こ

と
で
自
己
肯
定
感
が
ア
ッ
プ
し
、
生
き
甲
斐
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
「
受
援
力
」
を
身
に
つ
け
、
人
と
の
繋
が
り
を
持
ち
、

社
会
と
の
関
わ
り
や
自
分
の
世
界
を
拡
げ
、
安
心
し
て

地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

参
考
資
料
：
「
受
援
力
ノ
ス
ス
メ
」、「
つ
ら
い
の
に
頼
れ
な
い
」
が

消
え
る
本
・
吉
田
穂
浪
（
医
師
、
公
衆
衛
生
士
、
６
児
の
母
）

立
川
市
北
部
中
さ
い
わ
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

加　
藤　
雅　
子　


